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委 員 会 の 活 動 報 告委 員 会 の 活 動 報 告
問

　職
員
数
が
１
０
３
名
に
ま
で
減

　り
、
病
休
者
も
聞
か
れ
る
。
業
務

　に
支
障
は
な
い
の
か
。

丹
総
務
課
長

　現
在
、
死
亡
を
含
む

　病
休
者
が
４
名
い
る
。
退
職
者
も

　年
々
続
く
が
新
採
は
僅
か
に
止
ま

　る
。
一
人
一
人
が
能
力
を
磨
き
少

　数
精
鋭
で
臨
む
。

問

　運
転
手
の
運
転
ミ
ス
が
ま
た
報

　告
さ
れ
て
い
る
が
、
命
を
預
か
る

　職
種
で
あ
り
、
今
後
の
処
分
の
あ

　り
方
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　講
習
の
強
化
、
賠
償
、

　減
給
措
置
、
採
用
者
側
の
責
任
問

　題
に
ま
で
の
処
分
検
討
を
急
ぐ
。

問

　職
員
間
の
業
務
量
に
差
は
あ
る

　と
思
う
が
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
、

　適
材
適
所
の
配
置
、
相
互
に
い
た

　わ
り
合
え
る
職
場
の
構
図
が
必
要

　な
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　２４
年
度
か
ら
は
更
な
る

　機
構
改
革
を
打
ち
出
す
計
画
も
あ

　り
、
人
と
仕
事
を
念
頭
に
す
え
頑

　張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

　全
て
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
教

　育
の
充
実
に
か
か
っ
て
く
る
。
命

　の
大
切
さ
の
相
互
認
識
か
ら
、
人

　前
で
涙
（
心
の
汗
）
を
流
せ
る
人

　づ
く
り
を
求
め
た
い
。

教
育
長

　同
感
で
あ
る
。
更
に
、
意

　欲
的
な
人
間
形
成
に
も
努
め
る
。

問

　尻
切
れ
の
ま
ま
の
上
台
山
の
活

　用
、
そ
の
後
の
動
き
は
ど
う
か
。

宮
林
総
務
課
長
補
佐

　土
地
開
発
基

　金
に
よ
る
先
行
取
得
後
、
動
い
て

　い
な
い
が
、
勇
み
足
に
な
ら
な
い

　よ
う
動
向
を
見
極
め
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

問 

「
柳
原
源
泉
」
の
湯
量
が
少
な
く

　な
っ
た
た
め
、
井
戸
を
掘
り
補
給

　し
て
い
る
こ
と
で
、
温
度
が
下
が

　っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

高
橋
産
業
課
長
補
佐

　３０.５
度
か
ら
２７.５

　度
と
下
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
湯

　量
が
少
な
い
た
め
井
戸
水
を
加
え

　て
使
用
し
て
い
る
。

　
　水
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
利
用

　者
に
表
示
し
て
い
る
。

問

　冬
季
間
の
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

　し
等
の
除
雪
費
支
給
対
象
者
は
。

丹
健
康
福
祉
課
係
長

　一
人
暮
ら
し

　１２５
世
帯
、
二
人
暮
ら
し
１０７
世
帯
で
、

　そ
の
他
除
雪
が
困
難
な
方
が
、
１０

　世
帯
で
あ
る
。

問

　出
産
祝
い
金
と
入
学
祝
金
の
詳

　細
は
。

健
康
福
祉
課
係
長

　出
産
祝
い
金
に

　つ
い
て
は
、（
第
一
子
３
万
円
、

　第
二
子
５
万
円
、
第
三
子
１０
万
円
、

　第
四
子
５０
万
円
）
計
４４
名
が
対
象
。

　入
学
祝
金
は
第
三
子
以
上
に
加
え
、

　新
た
に
第
一
子
、
二
子
に
も
制
度

　化
す
る
も
の
で
、
小
学
生
５２
名
、

　中
学
生
５８
名
で
あ
る
。

問

　診
療
所
窓
口
の
患
者
へ
の
対
応

　状
況
は
。

柴
田
診
療
所
事
務
長

　さ
ま
ざ
ま
な

　患
者
へ
、
す
べ
て
丁
寧
に
対
応
す

　る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

問

　西
田
家
の
蔵
は
町
に
寄
付
を
い

　た
だ
い
た
が
、
土
地
の
価
格
は
。

西
田
環
境
整
備
課
長
補
佐

　前
の
売

　買
価
格
と
経
年
変
化
を
加
味
し
て

　公
示
価
格
で
１
坪
６
万
３
，０
３
０

　円
で
所
得
し
て
い
る
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会  

常
任
委
員
会
合
同
研
修

　平
成
２２
年
１０
月
２１
日
か

ら
２２
日
に
、
青
森
県
鯵
ヶ

沢
町
に
各
常
任
委
員
会
の

合
同
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

◆
視
察
の
目
的

　①
協
働
の
町
づ
く
り
と

　②
交
流
・
観
光
に
つ
い

　
　て

 

議
会
広
報
対
策
特
別

　
　

  

委
員
会
視
察
研
修

　平
成
２２
年
１０
月
１８
日
か

ら
１９
日
に
、
新
潟
県
聖
籠

町
に
議
会
広
報
対
策
特
別

委
員
会
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

◆
議
会
広
報
活
動
に
つ
い

　て

　丹
ス
ワ
子
金
山
町
連
合
婦
人
会
会

長
、
柴
田
清
正
議
長
の
挨
拶
に
続
き
、

議
員
の
所
感
を
紹
介
し
て
か
ら
、
３

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　日
頃
か
ら
考
え
て
お
ら
れ
る
女
性

な
ら
で
は
の
、
貴
重
な
ご
意
見
を
多

く
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の
議
会
活
動

に
活
か
し
、
町
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

《
今
回
の
テ
ー
マ
》

『
豊
か
な
住
み
よ
い

　
　町
づ
く
り
の
た
め
に
』

①
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　・
１２
月
定
例
議
会
内
容
等

　
　地
産
の
物
を
ど
う
作
っ
て
い
け

　
　ば
よ
い
か

②
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　・
み
り
ん
工
場
誘
致
進
捗
状
況
は

③
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　・
現
在
の
状
況
等

女
性
と
語
る
会

女
性
と
語
る
会

（
１
月
１２
日
中
央
公
民
館
）

○
T
P
P
交
渉
参
加
反
対

　に
関
す
る
件
に
つ
い
て

請
願
者

　金
山
農
業
協
同
組
合
代

　表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　日
向

　幸
一

　金
山
農
協
農
政
対
策
本

　部
本
部
長

　
　
　
　
　日
向

　幸
一

紹
介
議
員

　須
藤

　典
夫

　
　
　
　
　早
坂

　憲
明

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　伊
東
作
次
郎
（
十
日
町
）

　
　再
任
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員

　樋
口

　勝
也
（
七
日
町
）

　
　再
任
さ
れ
ま
し
た

○
T
P
P
交
渉
参
加
反
対

　に
関
す
る
件
に
つ
い
て

意
見
書
の
提
出
先

　内
閣
総
理
大
臣
他
１
名

○
米
価
下
落
等
に
対
す
る

　対
策
措
置
を
求
め
る
意

　見
書

意
見
書
の
提
出
先

　内
閣
総
理
大
臣
他
４
名

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　

　（
第
３
号
）の
専
決
処
分

　の
承
認
に
つ
い
て

・
中
田
地
域
内
「
ふ
る
さ

　と
壁
画
制
作
事
業
」、
有

　屋
地
域
内
風
の
丘
公
園

　「
彫
刻
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　を
設
置
す
る
事
業
」

　

　２０
万
円
追
加

○
金
山
町
特
別
職
の
職
員

　の
給
与
に
関
す
る
条
例

　等
の
一
部
を
改
正
す
る

　条
例
の
設
定
に
つ
い
て

○
金
山
町
一
般
職
の
職
員

　の
給
与
に
関
す
る
条
例

　等
の
一
部
を
改
正
す
る

　条
例
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
（
可
決
３
件
）

１１
月
臨
時
議
会

請
願
（
採
択
１
件
）

議
員
発
議
（
可
決
２
件
）

人
事
（
同
意
２
件
）

１２
月
定
例
議
会

町
づ
く
り
に
女
性
の
声

窓口業務

街角交流広場となる西田の蔵


